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              須 原  喬

 Bakterienの 化 學 的 組 成 の 研 究 は 其 自 身 興 味 が あ る ば か りで な く治 療 署 學 上 極 め て

必 要 で あ る が 之 を 集 め る こ とが 非 常 に 困 難 な 爲 充 分 な研 究 が な さ れ て 居 らな い.只 結

核 菌 の 如 き 比 較 的 集 め 易 きBakterienに 就 き研 究 せ ら れ て 居 る に 過 ぎ な い.

 著 者 はBakterienの 化 學 的 組 成 に 就 て 研 究 を行 ふ 前 に 生 物 學 的 にBakterienに 近

き 關 係 に 在 る 菌 類 特 に 集 め 易 きPenicillium glaucum lこ就 て 研 究 を し て 居 る.

 Peniclllium 91aucumに 就 て はIII口 氏 の 報 告 が あ る.同 氏 に 依 る とSterinはFun・

gisterinと 同 一 の もの で あ りPhosphatidはDiaminomonophosphatid及 びTriamino-

monophosphatidが あ りLecithinは な い と述 べ て 居 る. Mannitを 多 景 に 分 離 し て 居

る ・蛋 自 質 の 加 水 分 解 産 物 と しTGIykokoll, Alanin, Valin, Leucin, Isoleucin,1-u.

dl-Prolin, Phenylalanin, Asparaginsaure, Glutaminsaure, Tryptophan, Histidin,

Arginin, Lysinを 分 離 し て 居 りCystinとTyrosinは 見 出 して 居 らな い. Nucleinsla' ure

は 燐 と窒 素 の 含 有 量 が 此 迄 知 られ て 居 るNucleinsliureよ り少 くNucleinsttureを 酸

で 加 水 分 解 し てOxals加re, Lavulinsaure, Guanin, Xanthin, Adenin, Hypoxanthin

を 分 離 し て 居 る.

 以 上 の 内 でSter三nとPhosphatid及 びNucldns袋ureに 就 て は 疑 問 の 貼 が あ り此

の 三 つ 並 に 水 溶 性 物 質 及 びFettsaurenに 就 て研 究 し て 居 る ・

  實 験 の 部

 工 爾 テ ル 抽 出 物

 Sterin Penicillium glaucumの エ ー テ ル 浸 出 物 の 一 部 を と リ エ ー テ ル を 除 き ア ル

コ ー ル 性 苛 性 加 里 液 で 鹸 化 し て 水 を 加 へ 稀 繹 し不 鹸 化 物 を エ ー テ ル に 移 行 せ しめ て エ

ー テ ル を 除 き析 出 せ る結 晶 を ア ル コー ル か ら二 回 再 結 晶 せ し に 光 輝 あ る 白 色 板 状 の 結
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晶 を得 ナニ.此 の結 晶 は融 鮎161。 に してErgosterinの 示 す色 彩 反 磨 を呈 し椎 茸 よ り作

りしErgosterinと 混 融 して融 瓢 は降 下 しな い・

 次 に此 虞 に得 す二結 晶 の 一部 を と り無 水酷 酸 を加 へ て加 熱 し て得 ナニ結 晶 を アル コー ル

か ら再 結 晶 す る と絹 縣 様 光 澤 の あ る板 駄 結 晶 を得 る.此 の 結 品 は融 窯172。 で 椎 茸 よb

作 り しErgosterylacetatと 混 南虫して融 貼 は 降二下 しな い.

 此 慮 に得 忙 結 晶 は結 晶 形 色影 反 鷹 蠕1等 がWindaus並1:鷲 見氏 の 酵 母 及 び椎 茸 よ

り得 た るErgosterinの 報 告 と一 致 す るの でEgosterinの 存 在 を 肯 定 して聞 違 ひ な い

と思 ふ.

 Lecithin エー テル 浸 出 物 に つ き窒 素 と燐 の定 量 を行 ひ しが,含 有 量 が 非 常 に 少 いの

で之 を純 檸 に 取 出 す こ とが困 難 な 爲 工一 テル浸 出物 の 一 部 分 を取 り直 に メ チー ル アル

コー ル性 バ リッ ト液 で鹸 化 して其 の 分 解 産物 を検 査 した,即 ち この 際 生 じす二る沈 澱 は

水 を以 て よ く浸 出 して水 に 可溶 性 の もの を集 め て蒸 獲 濃 縮 して之 に アル コー ル を加 へ

る と白 色 の 沈 澱 を生 ず.之 の もの はglycerinphosphorsaures Bariumと 思 ふ.

 次 にBarytseifeを 濾 過 し†こる メ チー ル アル コー ル 溶 液 は之 に炭 酸 瓦斯 を通 じ過 剰

の バ リットを除 き燐 タ ン グ ス テ ン酸 を加 へ,生 じた 沈澱 をパ リッ トで 分 解 して蒸 獲 濃 縮

し アル コー ルで 抽 出 して アル コー ル性 昇 栄液 を加 へ得 た 沈 澱 を硫 化 水 素 で分 解 して蒸

嚢 濃縮 し,ア ル コー ル で抽 出 して アル コール性 購 化 白金 液 を加 へ る と沈 澱 を 生 す.こ

の 沈 澱 を水 か ら再 結 晶 す る と融 黙235。 の もの を得 る.此 塵 に 得 ナこもの はCholinの 臨

化n金 撫 と思 ふ.少 量 の 爲精 査 せ られ す、

 Fettsljuren Ergosterinを 得 †二時 の鹸 化物 に稀 硫酸 を加 へ 酸 性 に して エ ー テル で抽

t"す る と混 合脂 肪 酸 を得 る,此 の もの の性 質 は次 の通 りで あ る.

       中 和 偵    196,54

       沃 素 債    145,27

       ア セ チ ル 慣         5,40

       ライヘル ト・マイルス1買          1,21

       ポ レ ン ス ケ 債           O,62

 此 の混 合脂 肪 酸 の 内9,60gを と り鉛 彌 アル コー ル法 に て 飽 和 酸 と不 飽 和 酸 とに分

離 した.爾 者 の 牧 量 並 に性 質 は次 の 通 りで あ る.
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               飽 和 酸 不 飽 和 酸

           敢  量  2,13g(22,19%) 7,30g(76,04%)

           中和償   223,91     193,69

           沃 素債   一      180,81

 飽 和 酸 飽 和 酸 は アル コー ル に解 か し骨 炭 で威 理 して放 置 す る と融 鮎71。 の もQを

得 る・融 鮎 はStearinsljureに 一 致 す るが 少量 の 爲 精 査 す る こ とを得 也 此 ものの 濾

液 を蒸 獲 濃 縮 して70%の アル コー ル か ら再 結 晶 す る と融 鮎61。 の もの を得 る・此 もの

を70%の アル コー ル に溶 解 して骨 炭 で虎 理 して 放 置 す る と融 黒占62。 の 結 晶 を得 る.

    中 和 債    218,74         C16H3202と して    218,92

   雫均分子量    256,51          "  "     256,25

帥 ち此 庵 に得 †こ結 晶 はPalmitinsaureな り.

 不 飽 和 酸

 不 飽 和 酸 の 臭 素 化 不 飽 和酸 の エー テル 溶液 は氷 で よ く冷却 しブ ロー ムを滴 下 して

その まs2時 問 放 置 す る.此 慮 に生 ぜ し沈 澱 を濾 過 して 冷 工一 テ ルで 洗灘 す る と少 量

の 白 色 の もの を得 る.こ の もの は 融1 183。 に し て亜 庶 仁 油 か ら作 りしLinolensla' ure-

hexabromidと 混 融 せ しに融 鮎 は降 下 せ す.少 量 の 爲精 査 す る こ とが 出來 ざ りしが此

虞 に得 た もの はLinolens加rehexabromidと 思 ふ.

 濾 液 は次 亜 硫 酸 曹 達 液 で過 剰 の ブ ロー ム を除 き蒸 喪 濃 縮 す る と多量 の結 晶 を析 出 す

る.此 の 結 晶 を沸 窯70-80。 の 石 油 工一 テル か ら婁姻 再 結 晶 す る と融 貼114。 の光 輝

あ る白 色 板 歌 結 晶 を得 る.こ の もの はLinolsauretetrabromidで あ る.

       ブローム含有 量           53,24%Br.

       Cl8H3202 Br4と して         53,33%Br,

 ハ ロ グ ン定 量 法 は木 村 氏Semi-micro-methodに よ ろ。

 Linolsauretetrabromidの 濾液 は木 村氏 法 に よ り脱,臭を 行 ふ ・2Pち 亜 鉛 末 及 び メ タ ノ

ー ル を加 へ ・水 浴 上 で 温 め て メ タ ノー ル に濃 硫酸 を加 へ し もの を滴 下 して30分 間 加熱

し冷 却 して沸 貼50。 以 下 の石 油 工 一 テル で紐咄 して石 油 工一 テル を除 き アル コー ル と

50。%苛 性 加 里液 を加 へ鹸 化 して 脂 肪 酸 の含 有 量 が1%に な る様 に 水 を加 へ て2-3。
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に冷 却 し擬 挫 しっx2-3。 に冷却 せ る1%過 マ ン ガ ン酸 加 里 液 を加 へ て 酸 化 し5分 後

亜 硫 酸 瓦 斯 を通 じて 脱 色 し濃 盤 酸 を加 へ る.此 虚 に得 †こ白 色 の 沈澱 を濾 過 して水 と石

油 工一 テル で 洗瀞 し乾 燥 して ソ クス レッ ト浸 出器 で エー テ ル を用 ひ て 抽 出 す る.エ ー

テル抽 出液 は放 置 す る と結 晶 を析 出 す る,磁 過 して アル コー ル か ら再 結 晶 す る と融 黙

1310の 板 歌 結 晶 を得 る.オ レ・一フ油 か ら作 りしDioxystearinsaureと 混 融 して 融 勲 は

降 下 しな い か ら此 虞 に得 忙 結 晶 はDioxystearinsaureと 思 ふ.

 Dioxystearinsljureの エ ー テル浸 出残 渣 は30%の アル コー ル か ら再 結 晶 す る と融 職

162。 の もの を得 る.こ の もの を アル コー ルか ら再 結 晶 す る と融 羅il74。 に な る.こ の

もの はSativinsanreと 思 ふ.

 不 飽 和 酸 の酸 化 不 飽 和酸 に1%の 苛 性 加 里液 を加 へ て温 め て溶 解 し脂 肪 酸 の 含 有

量 が1%に な る様 に水 を加 へ て稀 繹 し2-30に 冷 却 し蝿 拝 しな が ら1%の 過 マ ン ガ ン

酸 加里 液 を加 へ て酸 化 して5分 後 覗硫 酸 瓦 斯 を通 じて 脱 色 し濃 鞭 酸 を加 へ 放 置 す る・

生 ぜ し沈澱 を濾 過 して 水 と 石 油 エ ー テルで 洗 條 して 乾 燥 し ソ クス レッ ト浸 出 器 で エ ー

テル を 用 ひ て抽 出 す る,エ ー テル抽 出 液 を集 めて 蒸 獲 濃 縮 す る と結 晶 を析 出 す る.此

の結 晶 を アル コー ル か ら2回 再 結 晶 す る と融 羅i 131。 の菱 形 結 晶 を得 る. こ の もの は

Dioxystearinsaureに して混 合脂 肪 酸 中 に01saureの 存 在 を示 す 。

   中 和 債    177,45       C】8H340或OH)2と して    177,40

   卒均分子 量    316,19         "    "     316,29

 不 飽 和酸 の酸 化 物 の エー テル浸 出残 渣 は盤 酸 酸 性 沸騰 水 に て 抽 出 して放 置 す る と結

晶 を析 出 す る・ 融 鮎172-173。 の もの を集 め て アル コー ルか ら再結 晶 を行 ふ と 融 貼

174。 の 結 晶 を得 る.こ の ものはSativinsaureな り

   中 和 債     161,17       ClsH3202(OH)4と して     161,10

   軍均分子量    348,19         "    "    348,29

 酸 化 の 際 生 ぜ し沈 澱 の濾 液 を苛 性 加 里 液 で 中和 して1/20位 に蒸 獲 濃 縮 し て析 出 せ

し無 機 物 を除 き稀硫 酸 を加 へ て 酸 性 に して 生 ぜ し少 景 の 沈 澱 を 水 とエ ー テル で 洗 際 せ

しに殆 ん ど溶 解 して残 渣 を認 め す 自口ちLinusinsin' ureは 得 られ な か つ た.

 水 溶 性 物 質

 Penicillium glaucumの アル コー ル 抽 出物 中 工一 テル に 可溶 性 物 質 を 除 き蒸 獲濃 縮
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しτ更 に一 回 アル コー ル で抽 出 して アル コー ル抽 出物 を放 置 す る と針 状 結 晶 のMan・

nitを 得 る.

 Inositア ル コー ル抽 出物 の残 渣 は 水 に溶 解 して 魎 基 性 酷 酸 鉛 液 を加 へ る と沈澱 を生

ず.此 の 沈 澱 を 濾過 して硫 化水 素 で分 解 して蒸 護 濃縮 して アル コー ル を加 へ る と沈 澱

を生 す.此 の沈 澱 を水 に溶 解 して 骨 炭 で 虜 理 して濃 縮 して アル コー ル を加 へ て放 置 す

る と結 晶 を生 す.こ の もの を再 結 晶 す る と融 瓢223-224。 の結 晶 を得 る.こ の もの は

牛 睾 丸 か ら得 た融 窯2240のInositと 混 融 して融 瓢 は降 下 せ す且 甘 味 を有 しScherer

の反 慮 を呈 す るの で こ の もの はInositと 思 ふ.

 盤 基 性 酷 酸 鉛 の 沈 澱 の濾 液 は硫 化 水 素 で鉛 を除 き常 法 に よ り燐 タ ン グ ス テ ン酸 を加

へ 生 ぜ し沈 澱 をバ リットで分 解 して硝 酸 で酸 性 に して 硝 酸 銀 液 を加 へ る と少 量 の 沈 澱

を 生 ず.こ の もの は少 量 の 爲精 査 す る こ と能 はす.

 硝 酸 銀 の 沈 澱 の濾 液 は硝 酸 銀 とバ リッ ト溶 液 を加 へ,此 虚 に得 すこ沈 澱 を硫 酸 と硫 化

水素 で 分 解 して硫 酸 水 銀 液 を加 へ る と沈 澱 を生 す.此 の沈 澱 を硫 化 水素 で分 解 して 其

一 部 に っ きPauly's Diazoreaktionを 行 ふ と陽 性 で あ るが ピ クmン 酸 擁 を作 ら う と

せ しが 得 られ ず。

 硝 酸 銀 とバ リッ トの沈 澱 の濾 液 は硫 酸 と硫 化 水素 で 塵 理 して 燐 タ ン グ ステ ン酸 を加

へ,生 ぜ し沈 澱 をバ リッ トで分 解 して籔 酸 で酸 性 に し濃 縮 し乾 燥 器 中 で乾 燥 して無 水

ア ル コー ル で 抽 出 し,ア ル コー ル性 昇 禾 液 を加 へ る と沈 澱 を生 す.濾 液 は 硫 化 水 素 で

水 銀 を除 き ピ ク リ ン酸 撫 を得 よ うとせ しが得 られ す.

 Betain 昇 禾 の 沈 澱 は 硫 化 水 素 で分 解 しτ蒸 獲 濃縮 しで放 置 す る と結 晶 を 生 す ・ 此

もの を メ タ ノー ル か ら再 結 晶 す る と無 色 板 状 の融 鮎230。 の結 晶 を得 る.こ の もの の 母

液 に 盤 化 金 液 を加 へ る と沈 澱 を生 す ・水 か ら再結 晶 す る と融 鮎209。 の黄 色 の 柱歌 結 晶

を得 る.

       金 含 有 量     43,17%Au.

       C5H1202NAuCI4と して       43,14%Au.

 前 者 はBetainの 盤酸 盤 に して,後 者 はBetainの 金 騨 な り.

 Stachydrin Betainの 噛酸 瞳 の結 晶 の濾 液 に アル コー ル性 盤化 白 金 液 を加 へ る と沈
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澱 を生 す.水 か ら再 結 晶 す る と融 瓢242。 の燈 色 の結 晶 を 得 る・ 即 ちStachydrinの 白

金 鰹 な り.

       白 金 含 有 量        28,2g%Pt

       (C7H13NO2・HCI)2・PtCI4と して     28,04%Pt

 燐 タングステン酸の碑液は還元性を有 しないが癖酸 にて加水分解 を行ふ と還元性を

あ らは し 且210。 で熔 融 す るPhenylosazonを 生 す.帥 ち アル コー ル 柚 出液 に}ま一 糖 類

に 非 ら ざ る一 種 の糖 しか もGlucoseよ りな る糖 存 す る もの の 如 き も未 だ結 晶 性 に分

離 せ られ す,

 菌 髄 物 質

 Glucosamin Chitinに 就 て研 究 を行 は ん と思 ひ 其 第 一 歩 と して アル コール 抽 出残

渣 を濃 盤酸 で 加 水 分 解 して不 溶 解 分 を除 き結 晶 の 析 出 す る迄 蒸 獲 濃 縮 して 放 置 す る と

多 量 の結 晶 を析 出 す る.此 れ に アル コー ル を加 へ て掩 拝 して濾 過 して アル コー ル で よ

く洗 濫 し水 か ら再結 晶 す る と白 色 の 結 晶 を析 出 す る。 此 の 結 晶 は 水 に 易溶 に して'アル

コー ル に難 溶 工 一 テル に不 溶 に して 水溶 液 に アル カ リを加 へ 加 熱 す る と ア ンモ ニ ア瓦

斯 を獲 生 し アル カ リ性 銅 液 及 び 銀液 を強 く還 元 す る・即 ち此 塵 に得 た もの はGlucosa-

minの 盤 酸 駆 で あ る,

       窒 素 含 有 量        6,05%N

       C6HlllNH2)05・HC互 として    6,50%N

  結    論

 1.Penicillium glaucumの エ ー テル 可1割生物 質 の内SterinはErgosterinな り.

 2.Penicillium glaucum の エ ー テル 可溶 性物 質 中 Glycerinphosphorsaure及 び

Cholinの 存 在 は 明か な り.

 3.脂 肪 酸 としてStearins註ure, Palmitinstture, Linolensaure, Linolsaure, Olsaure

を分 離 せ り.              '

 4.水 溶 性 物 質 と してInosit, Betain, Stachydrinを 分 離iせ り,爾 一 糖 類 に非 ら ざ る

Glucoseよ りな る糖 の 存 在 は明 か な り.

 5.菌 瞠分 解 産物 と してGlucosaminを 分離 せ り.

 本 研 究 に當 り御 懇 篤 な る御 指 導 を賜 りナニる前 田 教 授 並 に脂 肪 酸 の 研 究 に當 り種 々御

助 言 下 され し木 村,丸 山 爾 講師 に感謝 の意 を表 す.

                    (第5回 並に第6回 京都講演 會に於 て搬 表)
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